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高良仁美ピアノコンサート 

令
和
七
年
十
二
月
九
日
（
火
）
、
伊
平
屋
小
学
校
に
て
高
良
仁
美
さ
ん
に
よ
る
ピ

ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
の
幼
稚
園
児
・小
中
学
生
、一
般
参
加

者
が
来
場
し
、約
二
時
間
に
わ
た
り
美
し
い
音
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

高
良
さ
ん
は
、武
蔵
野
音
楽
大
学
附
属
高
等
学
校
を
経
て
同
大
学
を
卒
業
。
浜
松

国
際
管
楽
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
ア
カ
デ
ミ
ー
、
日
本
フ
ル
ー
ト
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、

IW
B

C
 in

水
戸
な
ど
で
公
式
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
務
め
、
国
内
外
の
著
名
な
演
奏
家
か
ら

厚
い
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。ソ
ロ
、
室
内
楽
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍

し
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
も
多
数
有
り
、
ソ
ロC

D

『
金
井
喜
久
子
ピ
ア
ノ
曲
全
集
〜
全
曲

世
界
初
録
音
』
『
伊
福
部
昭
ピ
ア
ノ
作
品
集
』
は
レ
コ
ー
ド
芸
術
誌
で
特
選
に
選
ば

れ
、
ビ
ル
ボ
ー
ド
で
も
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。『
瑞
慶
覧
尚
子
ピ
ア
ノ
作
品
集
〜
沖
縄
・

夏
の
風
景
』
はA

N
A

機
内
放
送
に
も
採
用
さ
れ
好
評
を
博
し
ま
し
た
。 

現
在
は
、尚
美
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ア
ー
ル
・デ
ィ
プ
ロ
マ
科
で
管
楽
器
の
コ
レ
ペ
テ
ィ
ト

ー
ル
と
し
て
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
音
楽
界
で
精
力
的
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

教
育
委
員
会 

た
よ
り 

文責 

伊平屋村教育委員会 

屋比久健太郎 

第７号 

令
和
七
年
十
二
月
九
日
（
火
）
、伊
平
屋
中
学
校
で
、世
界
で
活

躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
・高
良
仁
美
（
た
か
ら 

ひ
と
み
）
氏
を
講
師
に

迎
え
、
中
学
生
向
け
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
沖
縄
で
の
幼
少
期
か
ら
世
界
の
舞
台
に
立
つ
ま
で
の
歩
み
を

通
し
て
、
夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
と
努
力
の
大
切
さ
を
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

音
楽
と
の
出
会
い
は
三
歳
、
赤
い
お
も
ち
ゃ
の
ピ
ア
ノ
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
幼
い
頃
は
遊
び
の
延
長
で
音
楽
に
親
し
み
、
小
学
校
高

学
年
で
は
木
琴
に
熱
中
し
沖
縄
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
。
や
が
て
中
学
時

代
、東
京
の
音
楽
高
校
進
学
と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ
ま
す
。 

当
時
は
音
楽
の
基
礎
で
あ
る
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
す
ら
知
ら
ず
、
専

門
指
導
者
も
い
な
い
状
況
。
そ
れ
で
も
「
音
楽
の
道
に
進
む
」
と
い

う
強
い
思
い
を
胸
に
、ピ
ア
ノ
専
攻
を
決
意
。受
験
ま
で
の
約

1

年

半
、
母
親
が
片
道
二
時
間
半
か
け
て
那
覇
ま
で
送
迎
し
、
家
族
で

挑
戦
を
支
え
ま
し
た
。 

高
校
時
代
に
は
、
朝
六
時
半
か
ら
の
練
習
を
三
年
間
一
日
も
欠

か
さ
な
か
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
強
い
意
志
と
自
己
管
理
力

を
物
語
り
ま
す
。 

プ
ロ
と
し
て
の
生
き
方
に
つ
い
て
は
「
お
金
を
い
た
だ
く
に
値
す

る
高
い
内
容
を
提
供
で
き
る
か
、
常
に
考
え
る
こ
と
」
と
語
り
、
若

い
才
能
に
負
け
な
い
た
め
に
は
自
分
を
進
化
さ
せ
続
け
る
努
力
が

必
要
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。楽
譜
を
「
物
語
」
と
し
て
読
み
解
く
姿

勢
が
、そ
の
向
上
心
を
支
え
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
高
良
氏
は
「
人
と
の
出
会
い
」
の
重
要
性
に
も
触
れ
、

恩
師
や
先
輩
と
の
つ
な
が
り
が
自
身
の
道
を
開
い
て
き
た
と
振
り

返
り
ま
す
。 

「
向
上
心
さ
え
あ
れ
ば
、
道
は
切
り
開
か
れ
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
、生
徒
た
ち
の
心
に
深
く
響
き
ま
し
た
。 

ピ
ア
ニ
ス
ト 

高
良
仁
美
氏
が
語
る
「
夢
を
追
い
続
け
る
力
」 

〜
音
楽
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
〜 


